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北
海
道
志
向

　

新
島
襄
は
北
海
道
が
好
き
だ
っ
た
。

　

晩
年
に
、
組
合
教
会
（
会
衆
派
）

と 

一
致
教
会
（
長
老
派
）
と
い
う

当
時
の
二
大
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派

が
、
合
同
を
し
よ
う
と
し
た
運
動
が

起
き
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、

組
合
教
会
派
の
最
有
力
リ
ー
ダ
ー
の

ひ
と
り
で
あ
り
な
が
ら
、
批
判
と
反

論
を
繰
り
広
げ
た
。

　

植
村
正
久
を
始
め
、
相
手
陣
営
の

指
導
者
は
も
ち
ろ
ん
、
小
崎
弘
道
ら

「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
教
え
子
た
ち
が
、

揃
っ
て
合
同
に
突
き
進
も
う
と
す
る

の
に
対
し
、
新
島
は
慎
重
だ
っ
た
。

「
合
同
が
実
現
し
た
ら
、
北
海
道
へ

行
く
」
と
漏
ら
し
た
、
と
い
う
。

　

結
局
、
合
同
運
動
は
挫
折
し
た
。

こ
の
た
め
、
門
弟
た
ち
か
ら
は
、
新

島
は
痛
烈
な
批
判
を
受
け
る
。「
新

島
先
生
と
も
あ
ろ
う
人
が
…
」
と
。

　

自
由
の
王
国

　

な
ぜ
、
新
島
は
反
対
し
た
の
か
。
合
同
す
れ

ば
自
由
・
自
治
を
損
な
う
、
と
の
懸
念
か
ら
、

批
判
的
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

彼
が
見
る
と
こ
ろ
、
組
合
教
会
（
会
衆
派
）
は
、

す
べ
て
の
教
派
の
中
で
最
も
自
由
度
が
高
い
。

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
こ
の
自
由
を
犠
牲
に

し
て
ま
で
、
合
同
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
確

信
が
、
彼
に
は
あ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
８
年
間
暮
ら
し
た
、
と
い
う
経
験
が
大
き
か

っ
た
。
会
衆
派
の
「
本
場
」
と
い
う
か
、
本
拠

地
の
教
会
と
学
校
で
、
会
衆
派
を
ベ
ー
ス
と
し

た
密
度
の
高
い
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
日
本
人
と
し
て
は
、
稀
有
な
体

験
で
あ
る
。

　

い
わ
ば
「
自
由
の
王
国
」
で
宗
教
的
な
自
由

を
身か

ら
だ体
ご
と
体
得
し
た
、
と
い
っ
た
自
負
心
が
、

新
島
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
新

島
に
す
れ
ば
、「
熊
本
バ
ン
ド
」
は
自
由
を
「
安

売
り
」
し
す
ぎ
で
あ
っ
た
。

「
北
海
道
を
日
本
の

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
」

　

同
志
社
に
問
題
が
起
き
た
時
も
、
そ
う
だ
っ

た
。
新
島
は
珍
し
く
弱
気
に
な
っ
た
。「
学
校

長
を
や
る
よ
り
も
、田
舎
で
牧
師
を
や
り
た
い
」

と
、
し
み
じ
み
述
懐
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、「
同
志
社
を
辞
め
て
、北
海
道
へ
行
く
」

と
発
言
し
た
こ
と
も
あ
る
。
行
っ
て
何
を
す
る

の
か
、
と
い
う
と
、「
北
海
道
で
開
拓
伝
道
を

し
た
い
」
と
い
う
。「
田
舎
牧
師
」
は
、
ど
う

や
ら
彼
の
夢
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
理
想
の

「
田
舎
」
と
は
、
ひ
と
ま
ず
、
北
海
道
を
意
味

し
た
。

　

田
舎
伝
道
に
地
道
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
自
由
の
王
国
」
を
日
本
に
も
実
現
し
た
い
と

い
う
想
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、

北
海
道
が
最
適
な
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
彼
に

は
「
北
海
道
を
日
本
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
」
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。

　

自
由
へ
の
入
り
口

　

新
島
が
北
海
道
に
そ
こ
ま
で
魅
か
れ
た
の
は
、

い
っ
た
い
な
ぜ
か
。
ひ
と
つ
に
は
、
青
年
時
代

に
、
窒
息
状
態
の
藩
邸
生
活
や
、
不
自
由
な
封

建
体
制
を
嫌
っ
て
、
自
由
を
求
め
て
函
館
か
ら

密
出
国
し
た
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
加
え
て
、
渡
米
が
、
後
半
生
の
自
由
な

人
生
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
、
と
い
う
自

覚
。
同
時
に
そ
れ
に
伴
う
関
係
者
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
北
海
道
、
と
く
に
函
館
は
、
彼

に
と
っ
て
は
「
閉
塞
か
ら
の
出
口
」、
す
な
わ

ち
「
自
由
へ
の
入
り
口
」
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
北
海
道
に
入
れ
込
む
と
言
っ
て
も
、

現
実
に
新
島
が
北
海
道
に
住
ん
だ
り
、
そ
こ
で

働
い
た
り
す
る
機
会
は
、
一
度
も
な
か
っ
た
。

北
海
道
を
訪
ね
た
の
は
、
わ
ず
か
二
度
だ
け
で

あ
る
。
一
度
は
、
函
館
か
ら
密
出
国
し
た
時
、

そ
し
て
二
度
目
は
函
館
を
経
由
し
て
札
幌
で
避

暑
を
し
た
時
。
そ
れ
で
も
函
館
は
、
二
度
足
を

踏
み
入
れ
た
点
で
、
新
島
に
と
っ
て
は
北
海
道

の
中
で
は
一
番
親
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ロ
ン
ズ
像
と
記
念
碑

　

そ
の
函
館
の
西
波
止
場
に
は
、
新
島
襄
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
が
立
つ
。
函
館
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
ロ

ン
ト
計
画
に
よ
っ
て
函
館
市
が
２
０
０
２
年
に

設
置
し
た
。
全
身
像
と
し
て
は
、
ほ
か
に
合
衆

国
の
首
都
に
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
聖
堂
（
聖
公

会
系
）
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

新島襄と函館新島襄と函館

文と写真文と写真　　本井　康博本井　康博（大学神学部教授）（大学神学部教授）

新島の像（全身）
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新
島
に
、
函
館
情
報
を
流
し
た
の
は
山
田
で
あ

る
、
と
の
伝
承
が
、
上
州
安
中
に
は
あ
る
。
そ

の
山
田
は
、
函
館
時
代
、
続
と
交
流
が
あ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
新
島
に
と
っ
て
、
函
館
は
、

そ
れ
ほ
ど
遠
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

　

称
名
寺
と
山や

ま
の
う
え上
大
神
宮

　

福
士
の
墓
は
、
称
名
寺
（
浄
土
宗
）
に
あ
る
。

函
館
山
の
麓
に
あ
り
、
海
を
臨
む
場
所
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
父
（
続
豊
治
）
の
墓
は
、
隣
の

実
行
寺
（
日
蓮
宗
）
で
あ
る
。
親
子
で
別
々
の

寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
福
士
が
他
家
に
養
子
に

行
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

寺
の
近
く
の
栄さ

か
え

坂
は
、
か
つ
て
は
神
明
坂
と

言
わ
れ
た
。
坂
の
中
腹
に
神
明
社
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
数
あ
る
函
館
の
坂
の
中
で
は
、
最
長
で

あ
る
。
坂
を
登
り
つ
め
た
あ
た
り
に
あ
る
の
が
、

山
上
大
神
宮
。
か
つ
て
の
神
明
社
が
、
今
は
こ

う
改
称
さ
れ
て
い
る
。

　

沢
辺
琢
磨

　

新
島
が
函
館
に
来
た
当
時
の
神
官
が
、
土
佐

出
身
の
沢
辺
琢
磨
で
あ
る
。
神
社
の
案
内
板
に

本
初
で
あ
る
。
建
造
は
、
幕
末
の
１
８
５
７
年

で
あ
る
。
福
士
成
豊
と
彼
の
父
、
続つ

づ
き

豊
治
（
船

大
工
）
が
、
製
作
に
携
わ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

間
接
的
で
は
あ
る
が
、
新
島
や
山
田
三さ

ん

川せ
ん

に
も

関
連
す
る
船
、
と
言
え
な
く
は
な
い
。

　

山
田
は
松
前
藩
奉
行
を
経
て
、
安あ
ん

中な
か

藩
に
召

抱
え
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
。
江
戸
に
い
た
頃
の

ナ
ー
は
、
同
志
社
の
卒
業
生
で
は
な
い
。

　

函
館
丸

　

店
の
近
く
の
陸
地
に
は
、
１
９
８
８
年
か
ら

函
館
丸
が
復
元
公
開
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
に

よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
洋
式
帆
船
と
し
て
は
、
日

と
呼
ぶ
」
と
言
い
渡
さ
れ
た
話
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

　

十
年
後
に
帰
国
し
た
際
、
新
島
は
幼
名

（
七し

め
五
三
太た

）
や
、元
服
後
の
諱い
み
な

（
敬
幹
）
に
は
、

戻
ら
な
か
っ
た
。
別
人
格
と
な
っ
て
い
た
か
ら

だ
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
の
延
長
と
し
て
、
彼

は
Ｊ
Ｏ
Ｅ
を
襄
と
漢
字
変
換
さ
せ
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
、
白
い
壁
が
瀟し

ょ
う

洒し
ゃ

に

映
え
る
。
そ
の
昔
の
廻
漕
店
（
函
館
市
景
観
形

成
指
定
建
造
物
）
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
だ
け

に
、
独
特
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
オ
ー

本
人
は
、
３
人
い
る
。
菅
沼
精
一
郎
、
沢
辺
琢た
く

磨ま

、
そ
し
て
福
士
卯
之
吉
（
成
豊
）
で
あ
る
。

な
か
で
も
福
士
で
あ
る
。
彼
は
、
碑
の
立
つ
場

所
か
ら
新
島
を
沖
に
停
泊
す
る
ベ
ル
リ
ン
号
ま

で
、
小
舟
で
運
ん
で
く
れ
た
。
ひ
ど
く
慎
重
で

あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
小
舟
を
借
り
て
、
３
日
間

も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
た
、
と
い
う
。

　

記
念
碑
の
背
後
の
海
に
は
、
１
９
８
０
年
に

「
緑
の
島
」
が
埋
立
、
造
成
さ
れ
た
。
そ
こ
へ

渡
る
橋
は
、
な
ん
と
「
新
島
橋
」
で
あ
る
。
新

島
襄
へ
の
配
慮
か
ら
命
名
さ
れ
た
、
と
聞
い
て

い
る
。

　

現
在
、
記
念
碑
の
前
は
、
更
地
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
更
地
が
、「
新
島
橋
」
へ
と
続
く
「
新

島
公
園
」
に
は
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
Ｊ
Ｏ
Ｅ

　

近
く
の
交
差
点
角
に
は
、
喫
茶
店
が
あ
る
。

店
の
名
前
を
、コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
Ｊ
Ｏ
Ｅ
（
ジ

ョ
ー
）
と
い
う
。
い
っ
た
ん
は
閉
店
さ
れ
た
が
、

最
近
、
再
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
号
で
上

海
ま
で
航
海
し
た
新
島
は
、そ
こ
で
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
り
換
え
た
。
乗
船
し
た
日

に
、
船
長
か
ら
、「
今
日
か
ら
お
前
を
Ｊ
Ｏ
Ｅ

　

西
波
止
場
か
ら
海
に
沿
っ
て
少
し
歩
け
ば
、

「
新
島
襄
海
外
渡
航
乗
船
之
処
」
碑
が
あ
る
。

１
９
５
４
年
８
月
に
同
志
社
が
設
立
し
た
。
も

う
す
ぐ
「
還
暦
」
で
あ
る
。

　

碑
に
は
「
渡
航
」
と
あ
る
が
、
実
態
は
「
密

出
国
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
犯
罪
者
と
な
っ
て

ま
で
も
、
な
ぜ
渡
航
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ

の
動
機
は
渡
米
の
途
上
、
香
港
で
作
詞
し
た
漢

詩
に
窺
え
る
。
そ
の
歌
詞
が
、
碑
に
彫
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
節
に
「
千
里
の
志
」
と
い
う
文

言
が
、
含
ま
れ
る
。

　
「
緑
の
島
」
と
「
新
島
橋
」

　

函
館
で
密
出
国
の
手
引
き
を
し
て
く
れ
た
日

函館丸

新島の像（頭部）

コーヒー・ハウス Joe



42

紀
行

43

か
、
移
築
さ
れ
た
奉
行
所
も
、
見
も
の
で
あ
る
。

　

新
島
が
五
稜
郭
へ
足
を
運
ん
だ
と
い
う
記
録

は
な
い
。
し
か
し
、
40
日
以
上
に
及
ん
だ
滞
在

中
、
こ
こ
を
訪
ね
な
か
っ
た
と
は
、
思
え
な
い
。

ま
し
て
、
あ
の
武
田
先
生
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
。

　

函
館
千
歳
教
会

　

五
稜
郭
か
ら
南
行
す
る
と
、
松
陰
町
に
函
館

千
歳
教
会
が
あ
る
。
現
在
、
同
志
社
出
身
の
井

石
彰
牧
師
が
、
担
当
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
新

　

か
つ
て
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
船
山

馨か
お
る

『
蘆あ
し

火び

野の

』
と
い
う
小
説
に
は
、
福
士
や
新

島
が
実
名
で
登
場
す
る
。
五
島
軒
に
は
、
そ
の

原
稿
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
展
示
品
を
並
べ
た

「
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
蘆
火
野
」
が
備
わ
る
。

　

五
稜
郭

　

つ
い
で
、「
北
海
道
の
ダ
ビ
ン
チ
」
こ
と
、

武
田
斐
三
郎
が
設
計
し
た
五
稜
郭
で
あ
る
。
タ

ワ
ー
か
ら
の
眺
望
が
楽
し
め
る
。
そ
れ
ば
か
り

　

元
町
公
園

　

奉
行
所
が
あ
っ
た
現
在
の
元
町
公
園
に
は
、

写
真
歴
史
館
が
あ
る
。
新
島
の
写
真
も
１
枚
、

展
示
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
、
級

友
に
せ
が
ま
れ
て
写
真
を
撮
っ
た
扮
装
姿
で
あ

る
。
脱
国
時
の
装
束
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
公
園
に
建
て
ら
れ
て
い
た
箱
館
奉
行
所

は
、
一
昨
年
、
28
億
円
を
か
け
て
復
元
さ
れ
、

五
稜
郭
の
ど
真
ん
中
に
移
築
さ
れ
た
。

　

ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
と
五ご

島と
う

軒け
ん

　

基
坂
の
次
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
で
あ
る
。

新
島
は
約
40
日
間
、
こ
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
司

祭
館
に
住
み
、
ニ
コ
ラ
イ
の
家
庭
教
師
を
し
な

が
ら
、
ロ
シ
ア
人
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
。
目
の

治
療
を
し
て
も
ら
っ
た
ロ
シ
ア
病
院
も
、
こ
の

敷
地
内
に
あ
っ
た
、
と
い
う
。
新
島
は
そ
の
見

取
り
図
を
書
き
残
す
。

　

近
く
の
二
十
間
坂
に
五
島
軒
本
店
が
あ
る
。

福
士
の
妹
夫
妻
が
始
め
た
と
い
う
函
館
最
古
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
建
物
は
国
指
定
の
有
形
登
録

文
化
財
で
あ
る
。
現
在
は
、４
代
目
の
社
長（
若

山
直
氏
）
が
経
営
す
る
。

教
者
に
な
っ
た
の
は
、
奇
し
き
こ
と
で
あ
る
。

　

武
田
塾

　

栄
坂
か
ら
、
函
館
で
一
番
広
い
基も
と
い

坂
に
出
る

と
、
武
田
塾
跡
や
ペ
リ
ー
提
督
・
函
館
来
航
記

念
碑
、
奉
行
所
跡
（
今
は
元
町
公
園
）
が
並
ぶ
。

奉
行
所
は
１
８
６
４
年
７
月
に
ほ
ぼ
竣
工
し
た

と
い
う
。
な
ら
ば
、
新
島
が
密
出
国
し
た
の
と

同
じ
月
だ
か
ら
、
彼
は
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

奉
行
所
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

函
館
へ
行
く
許
可
を
藩
か
ら
取
る
た
め
に
、

新
島
は
、
修
業
す
る
た
め
に
函
館
へ
赴
く
、
と

届
け
出
た
。
修
行
先
の
塾
が
武
田
塾
で
あ
る
。

奉
行
所
が
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
函
館
に
来

た
も
の
の
、
な
ん
と
武
田
斐
三
郎
は
、
江
戸
に

戻
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
新
島
と
し
て
は
、

入
塾
す
る
意
味
が
無
く
な
っ
た
の
も
同
然
で
あ

る
（
ち
な
み
に
山
本
覚か

く

馬ま

は
、
武
田
と
江
戸
で

交
流
が
あ
っ
た
）。

　

そ
の
後
、
塾
頭
の
萱
沼
精
一
郎
が
、
骨
折
っ

て
、
新
島
に
ニ
コ
ラ
イ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

来
函
し
て
２
週
間
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
新
島
は

な
ん
と
か
外
国
人
に
接
近
し
て
み
た
か
っ
た
。

神
官
と
し
て
邪
教
を
攻
撃
、
排
斥
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
。
が
、
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
に
入
信
し
た
ば

か
り
か
、
日
本
人
初
の
同
教
司
祭
に
も
な
る
。

新
島
が
牧
師
、
宣
教
師
と
な
っ
て
10
年
後
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
こ
ろ
は
、
仙
台
に
あ
っ

て
盛
ん
に
伝
道
中
で
あ
っ
た
。
相
互
の
交
流
は
、

も
は
や
な
か
っ
た
。
が
、
ふ
た
り
が
揃
っ
て
宗

は
、
歴
代
神
官
の
う
ち
、
第
八
代
宮
司
の
彼
の

名
前
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
が
に
坂
本

龍
馬
の
い
と
こ
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。「
時
計

事
件
」
で
江
戸
を
追
わ
れ
た
沢
辺
は
、
結
局
、

函
館
に
流
れ
着
い
た
。
思
わ
ぬ
縁
か
ら
、
新
島

の
密
出
国
を
助
け
た
。

　

沢
辺
は
、
新
島
が
ニ
コ
ラ
イ
神
父
の
許
を
去

っ
て
密
出
国
し
て
か
ら
、
ニ
コ
ラ
イ
に
近
づ
く
。

旧ロシア領事館ハリストス教会

函館千歳教会が所蔵する新島の遺髪

福士成豊の墓（右）
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遺
愛
女
子
中
高

　

新
島
夫
妻
は
、ミ
ッ
シ
ョ
ン･
ス
ク
ー
ル
（
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
）
の
遺い

愛あ
い

女
子
中
高
（
杉
並
町
）

に
も
足
を
運
ぶ
。
八
重
夫
人
と
も
ど
も
、
遺
愛

の
女
性
宣
教
師
か
ら
食
事
に
誘
わ
れ
た
。
場
所

は
、
現
在
地
に
移
る
前
、
す
な
わ
ち
元
町
（
今

の
遺
愛
幼
稚
園
の
あ
る
所
）
で
あ
る
。

　

振
舞
わ
れ
た
家
庭
料
理
が
、
本
格
的
な
洋
食

だ
と
し
た
ら
、
万
事
洋
風
の
新
島
に
は
、
こ
た

え
ら
れ
な
い
夕
食
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

え
た
。
福
士
は
、
居
を
函
館
か
ら
札
幌
に
移
し
、

土
地
の
名
士
に
な
っ
て
い
た
。
大
島
は
、
い
わ

ゆ
る
「
札
幌
バ
ン
ド
」
の
ひ
と
り
で
、
母
校
の

札
幌
農
学
校
の
教
授
の
か
た
わ
ら
、
札
幌
独
立

教
会
の
牧
師
を
兼
務
し
て
い
た
。

　

札
幌
で
避
暑

　

新
島
夫
妻
は
札
幌
で
は
、
９
月
７
日
ま
で
の

２
か
月
間
、
福
士
の
持
ち
家
を
借
り
て
避
暑
を

し
た
。
同
家
は
、
い
ま
も
現
存
す
る
。
札
幌
市

（
厚
別
）
の
「
北
海
道
開
拓
の
村
」
に
移
築
さ

れ
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

札
幌
か
ら
の
帰
途
に
も
新
島
夫
妻
は
再
度
、

函
館
に
立
ち
寄
っ
た
。
滞
在
は
、
９
月
17
日
か

ら
20
日
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
同
じ
小
樽
に

あ
る
一
致
教
会
（
長
老
派
）
や
美み

以い

教
会
（
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
）
と
い
っ
た
他
教
派
の
教
会
で
も

説
教
を
披
露
し
て
い
る
。

　

い
ま
だ
、
自
派
の
会
衆
派
系
教
会
は
こ
こ
に

は
な
い
。
同
志
社
系
の
函
館
組
合
教
会
（
現
在

の
函
館
千ち

歳と
せ

教
会
）
が
立
ち
上
が
る
の
は
、
新

島
の
死
後
で
あ
る
。

　

二
度
目
の
渡
道

　

密
出
国
し
て
か
ら
、
23
年
後
、
新
島
は
、
再

度
、
北
海
道
を
訪
ね
る
。
１
８
８
７
年
の
こ
と

で
あ
る
。
今
度
は
、
妻
の
八
重
を
同
伴
し
た
。

新
島
は
仙
台
で
の
仕
事
（
同
志
社
分
校
設
立
）

を
終
え
た
後
、
札
幌
で
ひ
と
夏
、
避
暑
を
す
る

た
め
、
函
館
か
ら
小
樽
に
船
で
向
か
っ
た
。

　

函
館
着
は
、
７
月
３
日
。
都
合
、
４
日
間
、

滞
在
し
た
。
７
日
に
小
樽
か
ら
札
幌
に
入
っ
た
。

新
島
夫
妻
を
福
士
成
豊
、
大
島
正
健
ら
が
出
迎

で
な
く
、
新
島
の
銅
像
も
い
っ
し
ょ
に
建
て
た

い
、
と
夢
は
広
が
っ
た
。
１
９
３
０
年
代
の
こ

と
で
あ
る
。

　

結
局
、
片
山
の
計
画
は
流
れ
た
。
実
際
に
碑

が
実
現
し
た
の
は
、
片
山
構
想
か
ら
17
年
後
の

１
９
５
２
年
、
像
に
い
た
っ
て
は
、
63
年
後
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
函
館
市
が
音
頭
を
と
っ
て
、

竣
工
さ
せ
た
。

　

幻
の
碑
と
ブ
ロ
ン
ズ
像

　

片
山
牧
師
は
、
熱
烈
な
母
校
愛
に
富
む
熱
血

漢
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
新
島
が
小
舟
に
乗
っ
て

密
出
国
し
た
現
場
を
突
き
止
め
、
そ
こ
に
記
念

碑
を
建
設
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
け
れ
ど
も
、

倉
庫
が
す
で
に
建
て
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
現

地
に
建
て
る
こ
と
は
断
念
し
た
。
代
わ
り
に
教

会
の
前
庭
に
建
造
す
る
夢
を
抱
い
た
。
碑
だ
け

島
襄
の
遺
髪
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
函
館
を
出

た
新
島
が
、
上
海
あ
た
り
で
下
ろ
し
た
ち
ょ
ん

髷ま
げ

の
一
部
と
推
測
で
き
る
。

　

出
所
も
明
確
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
は
、
新
島

の
教
え
子
の
堀
貞
一
と
い
う
牧
師
（
同
志
社
出

身
）
が
、
八
重
未
亡
人
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た

も
の
で
あ
る
。
堀
が
、
そ
れ
を
教
会
（
片
山
幽

吉
牧
師
の
時
代
で
あ
っ
た
）
に
寄
贈
し
た
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

函館千歳教会

脱国碑

函館千歳教会の講壇

遺愛学園正門


